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彼
の
死
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
衡
は
泣
い
た

彼
が
こ
、
た
'
た
っ
た
ひ
と
つ

当
、
同
回
。

!!Immensely moving. Comｭ

binesrealemotionalurgency

withamostcompellinggrasp
ofthefilmmakingcraft."
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itA story told with urgency

andpassion."
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吠Superb/ A vivid, movingafｭ
firmation...arevelationofhow
onemancanmakeadifferｭ

ence."
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!!Afilmforallofus."

一一一 LOS ANGELESTIMES

米国の弱者と少数派の自由のた

めに斗い、そして遂に殉死した

ノ、ーヴェイ・ミルクの、これは

驚くべき実写である。

私はどんなサスペンス映画より

もドキドキした。

長沢 節(イラストレーター)

ゲイというだけで異端視する人

は多い。少数派だからで、在日

韓国人、アイヌ、老人、身障者

差別と共通している。さらに女

性は、人口の半分以上いるのに

性差別されている。ハーヴェイ・

ミルクは、社会を底辺から揺さ

ぶって、構造的差別のいろいろ

を否定した人だった。

林冬子(映画評論家)

前売好評につき追加上映決定
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池袋コミュニティ・力レ、ンジの新しい体験教室 1 H司1t.\I l

Studio200 、池袋 J

女チケット取扱い:スタジオ200、チケット・セソン (980) 9999、チケット・ぴあ(237)9999、シネセソン渋谷、シネヴィヴァン六本木、文芸坐しねぷていっく、チケットビュー口一新宿店

会期 :1988年g月so日ぜ10月 18ttl-2 日但)
会資:当日 1300円 (1000円) ( )内は前売り・会員

※各回入替制、 2回目以降の上映は連日 11 時より受付にて整理券を配布します。

会場I :スタジオ200 (西武百貨店池袋店8階)

お問い合わせ・電話予約先:スタジオ200 TEL.88ト0111 (内)5328 ・ 9

主催:パンドラカンパ二一、スタジオ200



ノ
i
ヴ
ェ
イ
か
私
た
ち
に
く
れ
た
も
の
は

明
日
へ
の
希
望
と
精
気
だ
っ
た
。

1;'L'1:t~
一
九
七
八
年
十
一
月
二
七
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
夜
の
街

を
星
が
埋
め
尽
く
し
た
。
こ
の
目
、
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
・
ミ
ル
ク
と
マ

ス
コ
I
ニ
市
長
が
市
斤
舎
内
で
殺
害
さ
れ
た
の
だ
。
四
万
五
千
も

の
人
々
が
静
か
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
掲
げ
、
暗
殺
さ
れ
た
二
人
の
冥
福

を
祈
っ
た
。
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
夜
で
、
ま
し
て
や
他
人
に

固
ま
れ
て
い
る
の
に
、
自
分
の
家
に
い
る
時
と
同
じ
安
ら
ぎ
を
覚

え
た
」
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
・
マ

l
チ
だ
っ
た
、
と
自
動
車
工
で

あ
り
労
働
組
合
員
の
ジ
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
は
語
る
。

ハ
[
ヴ
ェ
イ
・
ミ
ル
ク
は
大
学
卒
業
後
、
海
軍
、
証
券
ア
ナ
リ

ス
ト
を
経
て
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
な
り
、

そ
の
後
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
に
関
る
よ
う
に
な
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ゲ
イ
パ

l
砂
ス
ト
ー
ン
ウ
オ
ー
ル
。
を
費
目
が
襲
撃
し
た
事
件

か
ら
、
ミ
ル
ク
は
ゲ
イ
解
放
運
動
へ
と
参
加
し
て
ゆ
く
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
移
住
し
た
彼
は
、
積
極
的
に
地
域
住
民
と
の
関
り
を

持
ち
、
ゲ
イ
と
し
て
初
の
市
政
執
行
委
員
に
当
選
す
る
。
都
市
化

(
豆
印
コE
H
S
コ
-
N印
立O
コ
)
に
よ
っ
て
移
っ
て
来
た
(
追
い
払
わ
れ

て
来
た
)
人
々
ー
黒
人
や
他
の
有
色
人
種
、
老
人
な
ど
!
ふ
、

ゲ
イ
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
た
ち
が
彼
の
ア
ン
テ
ナ
と
な
り
、
草
の
根
運
動

を
展
開
。
当
初
、
ゲ
イ
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
彼
を
毛
嫌
い
し
て
い

た
人
々
も
、
次
第
に
彼
の
誠
実
さ
や
、
弱
者
の
た
め
の
行
動
を
理
解

し
始
め
る
。
彼
の
最
大
の
協
力
者
は
当
時
の
市
長
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ

ス
コ

l

ニ
だ
っ
た
。
ミ
ル
ク
は
彼
の
人
生
の
絶
頂
期
に
あ
っ
た
が
、

不
慮
の
出
来
事
に
よ
っ
て
、
マ
ス
コ
l
ニ
市
長
と
と
も
に
こ
の
世
を

去
る
。
同
じ
市
政
執
行
委
員
で
あ
る
ダ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
っ
て
殺

害
さ
れ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
裁
判
は
驚
く
べ
き
展
開
を
見
せ
る
。
••

こ
の
映
画
は
、
ス
イ
ス
の
ニ
ヨ
ン
映
画
祭
の
グ
ラ
ン
プ
リ
や
ア
メ

リ
カ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
会
の
ブ
ル
l
リ
ボ
ン
賞
(
一

等
)
を
始
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
映
画
祭
に
出
品
さ
れ
、
一
九
八
四

年
ア
カ
デ
ミ
ー
最
優
秀
記
録
映
画
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
の
後
全
米
で

夜
八
時
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ワ
l
に
三
度
も
T
V
放
映
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
テ

i

マ
を
含
ん
だ
-
}
の
映
画
は
、
人
々
に
感
動
を
与
え
、

ま
た
社
会
へ
の
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
単
に
ゲ
イ
だ
け
の
映
画
で

は
な
く
、
人
間
の
無
意
識
下
の
異
常
を
訴
え
た
、
人
閉
そ
の
も
の
の

映
画
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
難
解
さ
は
何
ひ
と
つ
な
い
。
人
種
、

性
別
、
国
境
を
越
え
た
、
全
て
の
人
々
の
た
め
の
映
画
な
の
だ
。

1
9
8
4

年

女
ア
カ
デ
ミ
ー
最
優
秀
長
編
記
録
映

画
賞
受
賞

女
ニ
ヨ
ン
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

女
ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ

l

協
会
ブ
ル
!
リ
ボ
ン
賞
受
賞

挑戦的で魅惑に満ちた素

晴らしい映画である。ス

タッフの根気強さと見識

が同性愛・異性愛の枠を

取り払い、この感動的な

映画を全ての人に意味あ

るものにしている。

一一ロサンジェルス・タイムス
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l
ト・エプスタインは、犯才。「ネパ

l

・クラ

EEE-E

イィ・ウルフ」「ボディ・スナッチャ

i/

恐怖の街-

，品川

Er

の編集及び編集助手、その他数々
のドキ;…/

au

ザタリ

l
を監督・編集・プロデュースしている。リ

命、切作チャ

l
ド・シユミ

l
センも同様に多くのドキユ

aFV4

メンタリ

i
を手がけている。この映画は

2
人の

M
劃劃共同監督・共同プロデュースによってつくられ

・副副副刷た。ナレーションのハ

i
ヴェイ・フィアスタイン

,•••

は
、1
9
8
4年
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ラ
・
カ

l
ジ
ュ
・
オ

a
'
H
・

I
-
フ
ォ
ー
ル
」
の
脚
本
で
ト
-
7
賞
を
受
賞
し
て
い
る
0

・
h
H
H

,•••
1
9
8
4

年
同
%
カ
ラ

l
U

分
ア
メ
リ
カ
映
画

製
作
一
口
バ

l
卜
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン

リ
チ
ャ

l

ド
・
シ
ユ
ミ

l

セ
ン

編
集
一
デ
ボ
ラ
・
ホ
フ
マ
ン

ロ
パ

i

卜
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
…

ハ
ー
ヴ
ェ
イ
・
フ
ィ
ア
ス
タ
イ
ン

配
給
一
。
ハ
ン
ド
ラ
カ
ン
パ
ニ
ー

東
京
都
中
央
区
新
富

2
1
5
l
n
正
福
寺
ビ
ル
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••••••••••••••••••••••••
緊張感・情熱・憤りをも

って語られてゆく、心暖

まる上質のドキュメンタ

リーである。

一一一ニューヨーク・タイムス

美しく、力強く、そして

意識を高めてくれるのに

なぜか、もの悲しく怒り

を呼び覚まされる。現代

を生きるゲイの人々の日

常と政治的葛藤を描いた

ドキュメンタリー。これ

はありきたりの映画では

ない。個人の生き様が時

代と重なり歴史を創り、

芸術の域にまで高められ

た貴重な記録である。

ネーション

講演:杉浦孝昭(映画評論家)(9/30 ・金)
林 冬子(映画評論家) (10/1 ・土)

生井英考(文化史) (10/2 ・日)

仁二二二は「朝日ジャーナル・ライフ‘」になります。

こちらは有料招待制となりますので、ご応募等の詳細は

9月発売の「朝日ジャーナル」誌上にて発表いたします。

タイムスケジュール |
TIME . 12 130 230 3 430 5 630 7 8 g

9/30金r 上映!講演|上映

10/1(土)i 上映 上映 i 講演上映

10/2(日以 |上映|講演 上映 |上映 I I 淵ム


